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雑

録

算
農
露
西
亜
の
肚
會
保
隙

.

羅

勢

農

露

西

亜

の
肚

會

保

険

岡

崎

炎

規

露
国
に
於
て
は
、
雇
主
賠
償
責
任
法
は
千
九
百
二
年

に
、
そ
し
て
肚
會
保
険
に
關
す

る
勢
働
立
法
は
千
九
百

十
二
年

に
制
定
せ
ら
れ
た
の
で
め
る
が
、
漱
洲
各
国
の

労
働
立
法
に
劃
比
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
繕

か
に
幼
稚

な
も
の
で
あ
っ
て
、
保
険
範
囲
の
狭
小
で
あ
る
こ
ご
、

勢
働
者

の
保
険
料
質
権
…が
過
重
で
あ
る
こ
ε
等
…遺
構
隅
な

黙
が
多

か
つ
セ
。
そ
れ
故

に
千
九
百
十
三
年
以
来
、
肚

會
保
険
制
度
の
改
革
が
勢
働
者
に
よ

っ
て
、
常
に
要
求

き
れ
來
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
要
な
る
黙
を
列

記
す
れ
ば
、

一
例
外
な
く

一
切
の
勢
働
者

を

加

入

せ

く
う

し
む
る
こ
ビ
、
二
保
険
種
類
を
傷
害
、
疾
病
の
場
合
の

み
に
限
ら
ず

、
凡
そ
勢
働
能
力
を
喪
失

せ
し
む
る

一
切

の
事
愛
に
封
し
て
保
険
を
行
ふ
こ
ε
、
三
生
活
費
に
鷹

じ
て
最
低
年
金
を
給
異
し
、
賠
償
金
を
支
携

ふ
こ
ピ
、

第

十
五

施¢

〔第

一
咄侃

}
一二
山
ハ
)

一
一二
山
ハ

.

四
保
.瞼
料

は
全

部
業
主

の
負
捲

た

る
こ
ビ
、
五
保
険
組

合

の
管
理
は
專
ら
勢

働
者
を
し

て
管

掌

せ
し
む

る

こ
ε

等
で
あ

る
。
乍
併

、

こ
れ
等

の
要
求

は
、
革

命

の
勃
獲

す

る
迄

は
、

一
の
死

せ

る
要
求

こ
し
て
存

在
す

る

に
過

ぎ
な

か

っ
た
。
然

る
に
千
九

百
十
七
年

十
月
三
十

日
の

甲
四
乱
国
は
其

の
紙

上

に

〔
傳

ふ
る
所

に
依

れ
ば
、

じご
。
一,

筈
o<
錠

が
該
新

聞
紙
を
自
己

の
手
中
に
牧

め
て
よ
り
、

僅

か
数
日
を
出

で
ざ

る
後

の
こ
ε
で
あ
る
が
)
胤
會
保

険

に
閲

す

る

㎜
つ
の
所

説
を
獲
表
じ

だ
。

そ

の

一
紳即
を

こ
」
に
轄
識

す

る

こ
ご
は
興
味

の
あ

る

こ

ご

Σ

信

ず

る
。

何
故

な
ら

ば
、
之

に
よ

っ
て

bd
。
喜

①≦
・
が
計
賞

し
て
ゐ

把
初
期

の
.7
ロ
グ

ラ

ム
の
基

準
を
窺
知
す

る
こ

ε
が
出

蘇
る

か
ら

で
あ

る
。

「
露
國

の
無
産
者

が
其

の
標
榜
す

る
庭

は
、

都

市

及

び
農

村

に
於

け
る
賃

雇
勢
働
者
弁

に
貧
民

の
た

め

に
、

完

全
な

る
祉

會
保

険
を
獲
得

せ
ん
ご
す

る
に
あ

っ
た
の

で
あ

る
。

乍
併

、

O
N
胃

の
政
府

、
、即
ち
地

主

芭
資
本

家

の
味

方
で
あ

み
政
府

は
勢
働

者

の
此

の
要

求

を
實
現

し
よ
う

ご
は

し
な

か

っ
π
。

勢
働
者

ξ
そ
し
て
農
民

の

.

政
府

は
、
露

国

の
労
働
階

級
#

に
都
市
及

び
農
村

に
於

.
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け

る
貧
民

に
野

し
、
既

に
勢
働
・盾
の
提
起
せ

る
敢
草

案

を
基
礎

ε
す

る
肚

曾
保
険

法

の
制
定

に
、
旦
-速
若
手

す

「

る
こ
`
を
、

こ
」
に
聲

明
す

る
も

の
で
あ
る
。」

ご
記
述

し
、
術

ほ
勢
働

者

の
要
求

ε
略
ぽ

同

一
.の
五

個

の
要

綱
.を
掲
げ
て

み
る
。

.

千
九

百
十

七
、
十

八

の
二
年
間

に
、
少

な
く

蓬
も
前

後
九

回

に
亘

っ
て
瓶

會
保
険

に
關
す

る
法
律

が
公
布

さ

れ
た
や

う
で
あ

る
が
、
何

れ
も
殆

ん
.ε
其

の

叶o
幹

を

手

に
入

れ

る
事
が
不
可
能

で
あ

る
。
中

に
就

き
て
も
勢

農
露
國

の
肚

會
保
険

の
内

容
を
知

る
上
,に
、
最
も

重
要

な
る
資

料

ε
考

へ
ら

れ
る
千
九

百
十
ろ
年
十
月
三
十

一

日
の
「
肚
會
保

険

に
關
す

る
法
徳
」
を
も
鉄

い
て
る

る
の

は
返
す

み
＼

も
遺
憾

で
あ

る
。
が
、
私
は
藪

に
『
凋

『
。
舅

∩
o
昌
四
三
〇諺

三

ω
o
訟
雲

影
驕
μ訂
」

の
「
第

四
章

、
失
業
」

及
び
「
第
六
章
、
飛
禽

保
険
」
の

二
章

に
記
述

せ
ら

れ
て

る
る
所

を
基
礎

ざ
し

て
、
勢

農
露
國

の
吐
會
保
険

が
如

何

牝
獲
麗

し
π
か
を
紹
介
す

る
こ
ε
」
す

る
。

.

其

の
保
険
種
類

は
殆

ん
ご
敢

會
保
険

の
全
部

に
亘

っ

て
み
る
ε
盲

っ
て
よ

い
。

即
ち

一
疾
病
及

び
傷
害

保
険

ラ

ラ

く

二
老
癈
.保
険

、
三
失

業
保

険
、
四
出
産

及
び
幼

見
哺
育

(

(

(

離

鋒

労
農
.露
西
亜
の
融
魯
保
隙

ラ

保
険

、
五
死

亡
保

険
暮

こ
れ
で
あ

る
。
そ

し
て

<
・
》
・

く

N
o
ロ
パ
o<
腕区
ず

の
報
告
書
「
砒

會
保
険
及

び
勢
働
保
護
。
其

…
の
組
織
職

分
及

び
事
業
」

に
し
て
信

用
す

る

に
足

る
も

う

の
で
あ

る
な

ら
ば
、

一
保
瞼
組

合

の
組
織
及

び
管

理
、

う

く
　

エ

　
二
其

の
財
政

等

一
切

の
保
険

事
務
、
#

に
三
保
険

に
關

く

く

耕
し

て
み
る
讐
療
及

び
衛

生
事
務
等

は
凡

て

労

働

局

(子
①
ぴ
胆げ
o
罎

∩
o
日
ヨ
蕾
m
臨
暫
じ
の

一
課

で
あ

る
肚

會
保

険

局

〔穿
①
∩
o
ヨ
ヨ
野
四唖聾

o
「
0∩
o
息
巴

ぎ
昔
話
匿
ε

の
手

に
よ

っ
て
威

理

さ
れ
る
の

で
あ

る
。
就
會
保
険

局

は
中

央
官

歴

〔葺
。

O
聲
壼

一
〉
色

δ
置
け乙

ε
地

方

官

羅

(想
oo
巴

〉
三
ぴ
o
「三
島
)
よ

り
成

り
立

っ
て

み
る
。

千
九
百
十
七
年
十

一
月

二
十
八

日
の
法
律

は
、
失
業

保
険

に
關
す

る
規

定
で
あ

る
が

、
そ
れ

に
依
れ
ば

、
保

険

の
範
園
は
全
露

に
亘
り
、
ま

た
其

の
人

種
、
宗
激
、

年
齢

、
性
等

に
匠

別
な
く
、
製

造
業

、
鑛

業
、
冶
金
業

運
輸
業

、
手

工
業

、
建
築
.業

、
商
業
、
農
業

、
林
業

、

漁
業
等

一
切

の
賃

雇
勢
働

に
従

事
す

る
あ
ら

ゆ
る
勢
働

者
を
以

て
、
被

保
険

者

こ
す

る
の
で
あ

る
。
但

し
監
督

抜
師
或

は
法

律
顧
問
等

の
企
業

上

の
幹
都
井

に
自
由
職

業

に
従
事
し
、
職
業
組

合
委
員
會

(
O
O
量
o濠

亀

甲
o
牛

第
十
王
瑠

(第

}
號

一
三
七
)

=
二
七
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P

、
雑

録

労
農
露
西

亜
の
祉
會
保
隙

2
・・凶8
巴

d
三
〇
ロ
。。
)

の
規
定

せ

る
孚

均
勢
賃

の
三
倍

以

上
の
牧

人
あ

る
者
は
之
を
除
外

し

て
み

る
。

国
家

が
産

業

の
國
有
化
を
行

ふ
に
作

れ
、
個
人

企
業

家

の
数

は
漸

次

に
減

少

し
、
其

の
発

企
な
国
有
化

が
行

は
れ

る

ε
同
時

に
、
企
業
家

猛

る
者

は
全
な
委
を
清

し

て
仕
舞

つ
陀
。
.そ
の
結
果

、
國

家
は
從
來

の
企
業
家

に

代

っ
て
保
険
要
用

を
支

出

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な

つ

π
。
即

ち
庶
民

委
員
會

(∩
。
琶
亀

。
、
臣
¢

零

。覧
Φ
"q・

∩
oB
邑
ω馨
器

ω)
は
千
九

百
十
八
年
八
月
七

日
に
、
国

有

産
業

に
於
け

る
失
業
及

び
疾
病

保
険

に
・關
す

る
新
制

規

を
規
定

し
た
。
該

制
規

の
第
三

條

に
よ
ち

、

一
切

の

國

家
施
設

及
び
企
業
は
勢
働
者

を
保
護
す

る
だ

め
に
、
豫

算

の
内

に
其

の
費
用
を
計
上

し
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。

そ
.し
て
第

二
條

に
よ
b
、
国
民
経
済
高
等

委
員
會

(窪
①

ψ
名
器
ヨ
。
O
。
彗
色

鬼

2
9菖
。
口
島

国
8
蓉

日
乙

及
び

其

の
地
方

委
員
會
(静

諾
唯
o
⇒
巴

∩
o
…
9
一。。
)
は
其

の
費

用

は
各

企
業

の
豫
算
中

に
計
上

さ
れ
て
み

る
か
を
調
査

し

着
し
遺
漏

の
あ
る
場

合

に
は
、
修

正
を
命

じ
な
け
れ

ば

な
ら
な

い
。
第

七
條

の
但

書

に
よ
れ
ば

、
個
人
企
業

家

の
場
合

に
は
科
料
庭

分
が
行

は
れ
た
が
、
國
家
施
設

及

第
十
五
巻

(第
　
號

=
二
八
)

=
二
八

ぴ
其

の
企
業

に
謝

し
て
は
全
く
之

を
峡

き
、
職

務
上

の

責
任

を
負
.ふ
の
み

で
あ

る
。

補

助
金
額

は
全
露

何
れ

の
地
方

に
於
て
も
均
等

で
め

っ
て
、
失
は

れ
た

る
賃

銀

の
全
部
叉

は

一
部

に
代

る
可

き
も

の
で
あ

る
。

之
に
最

高

ε
最

低
の
限
界
が
規
定

さ

れ
て
め

る
。
最
低
金
額

ご
は
不
熟
練
勢
働
者

の
季
均
賃

銀

に
均

し
く

、
最
高
金
額

ε
は
此

の
卒
均
賃

銀

の
二
倍

を
越

へ
な

い
も

の
を
吉

ふ
の
で
あ

る
。

そ
し
て
其

の
補
、

助
は
現
金
を
以

て
な

さ
れ

る
場
合

ε
物

品
を
以

て
な

さ

れ

る
場
合

ε
に
分

れ
て

み

る
。

一
、
失
業
保
険

。
千
九
百
十
七

年
十

　
月

二
十
八

日

の

失
業
保
険
法

に
櫨

れ
ば

、
工
場

閉
鎖

に
よ

る
失
業

は
失

業
保

険

の
対
象

`
な

る
け

れ
ご

も
、
同
盟

罷
業

に
よ

る

失
業

に
謝

し
て
は
保
険
的
効
力

は
獲
生
し
な

い
。
失
業

の
事
實
及

び
其

の
期
間

を
決
定
す

る
も

の
は

、
失

業
組

合
管

理
部
(子
空
目
。
巳
℃
δ
同
日
①三

身
巨
位
目
窪
p
σq
o
日
o
葺
)
で

め

っ
て
、・
失

業

の
威
理

は
專
ら
地

方
勢
働
紹
介
所

(些
。

野

臥

巨
pσ
。∈

同
属
ぎ
お

2
)及

び
職
業
組
合

〔嘆
o
験
・・甲

δ
昌
巴

=
三
〇
ロ
。。)
に
よ

っ
て
な

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

全

露
失
業

組
合

は
企
業
家

の
醸
出
金

に
よ

っ
て
存

立

山

畑



す
る
も
の
で
あ
る
。
が
」
其
の
金
額
は
賃
銀
額
に
濁
し

て

一
定
の
比
率
を
保
ち
、
例

へ
ば
全
露
職
業
組
合
委
員

會
の
提
供
せ
る
材
料
に
基
き
、
保
険
委
員
會

は
其

の
最

低
額
を
賃
銀
額
の
三
分
ご
規
定
せ
る
が
如
き
こ
れ
で
あ

る
。
但
し
、
季
齢
労
働
者
に
甥
す
る
企
業
家

の
最
低
醸

出
金
は
賃
銀
額
の
五
分
で
あ
る
。
そ
し
て
醸
出
金

は
賃

銀
支
捕
後

一
週
間
以
内

に
、
失
業
組
合

に
納
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
若
し
所
定
の
期
間
内
に
納
入
さ
れ
ざ

る
場
合
に
は
勢
働
局
は
企
業
家

に
其

の
支
彿
ひ
を
命
令

し
、
術
ほ

一
ケ
月
遅
滞
す

る
毎

に
、
罰
金

ε
し
て
醸
出

金
の

一
割
を
課
徴
す
る
こ
ε
に
な

っ
て
み
る
。

ラ

爾
は
.其
他

に
、
企
業
家
は
、

…
勢
働
者
の
雇
入
或
は

解
雇
に
關
し
て
は
、
三
日
以
内

に
、
失
業
組
合
管
理
部

し
う

に
申
告
す
る
こ
ざ
、
二
工
場
に
於
て
仕
上
げ
た
る
仕
事

及
び
各
勢
働
者
に
支
携

へ
る
賃
銀
額
に
關
し
て
は
、
賃

銀
㎝を
支
彿

へ
る
該
週
間
内

に
、
失
業
組
合
.管
一埋
部
㎜に
申

ラ

告
す
る
こ
ご
、
↓二
上
述
の
申
告
事
實
は
正
確

に
工
場
帳

簿
に
記
入
す

る
こ
ε
、
四

一
切
の
會
計
帳
簿
、
書
類
、

備
忘
録
井
に
上
述

の
報
告
事
實

の
讃
撮

ざ
な
る
帳
簿
類

を
委
員
會
よ
り
派
遣
せ
る
代
理
人
に
は
提
示
す
る
こ
ε

雑

録

労
農
露
西
亜
の
計
　留
保
瞼

等

の
義
務

を
課

せ
ら

れ
て
み
る
。

失
業

日
数

が
僅

か

一
日
乃
至
三
日

の
場
合

に
は
、
何

等

そ

こ
に
保
険
的
効
果

が
獲

生
し
な

い
。
若

し
そ
れ
が

三

同
以
上

に
亘
ち

な
ら

ば
、
失
業
者

は
失

業

の
第

　
日

よ
.り
、
保
険
利
益

を
享
受

し
得

る
こ

ご
L
な

る
の
で
あ

る
Q補

助
金

の
給
與

を
受
け

ん
ε
す

る
失
業
者

は
、
地

方

勢
働

分
配
部

(δ
。巴
∪
。
麗
容
巳
8
斤
。h
訂

9
耳

U
閏。。塞
げ
〒

けδ
巳

の
登

記
用
紙

及

び
査
定
委
員

(芸
①
く
巴
墨
汁一目

8
B
、

日
蕾
δ
口
)

の
讃
明
書

を

添

へ
て
、

地

方
失

業

組
合

に

申
請

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
地

方
失
業
組

合
は
勢
働

分
配
部
及

ぴ
職
業

組
合

の
協

力
を
仰

い
で
、
失

業
期
間

及

び
其
の
理
由
等

を
調
査

し
た
上
で
、
補
助
金

を
給
興

す

る
の
で
あ

る
。
正
常

な

る
理
由
め

る
塒
は
、
そ

の
給

奥

を
拒
絶

す

る
こ
ご
が
出
来

ゑ

勢
働

者
は
失
業

紅
谷

の
拒

絶
後
二
週
間

以
内

に
地

方
勢
働
部

q
o
o巴

∪
①℃
㌍
月

日
①昇

亀

目
pσ
o
臼
)
に
上
告
す

る

こ
ε
が
出
來

る
。
地

方

勢
働
部

で
敗

訴

に
な
れ

ば
、

更

に
[匝
…労
働

部

(隻
・。[ユ
9

0
・
で
葺

ヨ
舞

亀

匿

σ
。
・
こ
に
上
告
す

る

こ
ご
が
出

京

る

こ
こ
の
決
定

は
終
審

で
め

る
。

第
+
五
巻

(第

一號

一
三
九
)

=
二
九

一



雑

錬

算
農
露
西
亜
の
肚
會
保
阪

産
業
の
完
全
な
る
國
有
化
が
行
は
れ
尭
以
後
に
於
て

は
、
國
家
が
必
要
な
る
保
険
費
用
を
支
出
す

べ
き
も
の

な
る
事
は
既
に
述

べ
た
所
で
あ

っ
て
、
千
九
百
十
八
年

八
月
七
日
の
該
法
律
第
三
條
但
書

に
よ
れ
ば
、
勢
働
者

の
如
何
な
る
團
膿
も
、
私
瞥
保
険
組
合
を
設
立
す

る
こ

ご
は
之
を
禁
止
さ
れ
て
み
る
。

千
九
百
十
八
年
六
月
十
三
、日
の

{Nく能
話

紙
上
に
於

.

て
勢
働
委
員
な
る

し∩
o
窪
9
℃
三
脚
o
自

は
失
業
　着
は
其
の
敷

参
十
萬
を
超

へ
、
婦
人
は
全
艦

の
二
割
七
分
を
占

め
て
.

み
る
ぜ
報
告
し
て
み
る
。
叉
、
七
月
三
日

の
同
紙
上
に
は

モ
ス
コ
ー
工
場
委
員
會

に
於
け
る
失
業
組
合

に
閲
す
る

報
告
が
掲
載
さ
れ
て
る
る
が
、
就
き
て
見
る
に
四
月
五

日
よ
り
⊥
八
月
十
二
日
迄

に
醸
出
さ
れ
た
る
保
険
費
用
額

は
千
五
百
二
+
四
萬
四
千
三
百
⊥
ハ
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
て

「

其
の
内
千
百
十
四
萬
三
千
百
八
+
四

ル
ー
ブ
ル
は
企
業
.

家
の
醜
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
給
興
せ
ら
れ

た
る
補
助
金
は
現
金
で
二
百
二
十
七
萬
五
千
四
百
十
二

〃
ー
プ

ル
、
物
品
で
五
十
三
萬
九
千
五
百
八
十
五
ル
ー

ブ
ル
で
あ
っ
陀
。

一
一、
疾
病
及

び
傷
害
保
隙
。
疾
病
及
び
傷
害
保
険
法
は

第
十
五
巻
.

(第

一
號

】
四
Q
)
.

一
四

〇

千
九
百
十
七
年
十

一
月
二
十

一
日
に
制
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
該
…法
律

に
糠

れ
ば
、
こ
の
保
険
…は
警
療
的
及

び
金
銭
的
救
助
を
興
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
金
銭
的
救
助

の
場
合
に
は
、
勢
働
能
力
を
喪
失
せ
る
日
よ
り
全
癒
に

至
る
日
ま
で
、
日
曜
日
ご
祭
日
ど
は
別
で
あ
る
が
、
其

…
.他
は
各
日
毎
に
、
被
保
険
者
の
賃
銀
だ
同

一
の
金
額
が

病
院
組
合
よ
b
補
給
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
企
業
家
の

負
推
す

る
保
険
費
用
は
賃
銀
額

の

一
割
で
あ
る
。
千
九

百
十
八
年
八
月
七
日
の
法
律
に
よ
り
、
こ
れ
等
の
規
定

は
国
有
化

さ
れ
た
る
産
業
に
其

の
ま

＼
適
用
さ
れ
る
こ

る
ε
な

っ
た
。

三
、
老
癈
保
険
。
千
九
百
十
八
年

一
月
二
十
七
日
の

ζ
<
2
臨
四

紙
は
老
癈
保
隙
に
閲
し
て
左
の
如
く
記
述
し

て
み
る
。

こ
の
年
金
を
補
給
さ
れ
る
勢
働
者
は
、
少
な
(
ε
も

五
年
間
は
勢
働
に
従
事
せ
る
者

で
、
彼
は
正
に
.勢
働
能

力
を
喪
失
せ
る
者
な
る
事
を
讐
師
が
診
断
し
、
且

つ
勢

働
力
以
外
に
何
等
の
生
活
資
源
を
も
所
持

し
て
み
な

い

.

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
金

の
金
額
は
、
完
全
に

勢
働
力
を
喪
失
せ
る
場
合
に
は
、
被
保
険
者
の
全
勢
賃

鴎



・し
同
額

を
給
興

さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、

こ
の
場
合

で
も

「

一

興
の
絡
額
が
同

一
職
業
に
徒
事
す

る
勢
働
者
の
李
均
年
…

牧
を
超
過
し
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
・
そ
し
て
局
部

…

的
勢
働
不
能
の
場
合
に
は
・
勢
働
能
力
の
減
退
振

2

…
て
被

る
減
牧
に
相
當
す
る
金
額
が
補
給
さ
れ
る
の
で
あ

…

る
・
不
健
康
産
業

に
従
事
す
る
勢
働
者

に
謝
し
て
は
勉

績
年
限
に
關
係
な
一
・
年
金
を
給
與
す

る
こ
ま

な

2

て
る
る
。

其
後
の
新
ら
し
き
規
則
で
は

、
勢
働
期
間
が
五

ケ
年
.

に
達
し
な
い
癈
疾
者
に
謝
し
て
も
年
金
を
補
給
す

る
事

に
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
保
隙
費
用

に
不
足
を

…

球
花
す
の
で
、
こ
の
黙
を
改
正
す
る
た

め
に
制
定
さ
れ

た
も
の
が
、
.帥
ち
千
九
百
十
八
年
十
月
三
十

一
日
の
法

.

律
で
め
る
ご

出
①
涛
「
は
官

っ
て
み
る
。

彼

に

從

へ

ば
、
こ
の
法
律
で
は
勢
働
能
力
が
減
速
し
て
も
、
其
の

陀
め
に
牧
人
の
減
少
が

一
割
以
下
の
場
合
に
は
年
金
を

…

補
給
し
な

い
の
で
あ
る
。
.ま
た
勤
続
年
限
に
悉
じ
て
年

金
に
等
差
を
附
し
π
の
で
あ
る
。
完
全
躍
る
勢
働
不
能

に
陥

っ
た
場
合
で
も
、
年
金
は
不
熟
練
勢
働
者
の
竿
均
.…

賃
銀
を
超
過
す
る
こ
呼

出
來
な

い
。

雑

録

算
農
露
西
亜
の
砒
會
保
阪

其
外

に
特
別
救
助
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
被
保
険

者
を
病
院
に
牧
容
す

る
事
が
必
要
で
あ
る
に
拘
ら
す
、

病
院
の
存
生

し
な

い
場
合
、
其
の
た
め
臆
當
然
要
す
可

き
費
用
を
給
興
す

る
も
の
で
あ

る
。
保
険
組
合
行
政
部

は
癈
疾
者
を
其
の
家
族
に
引

き

取

ら

せ

る
権
限
を
有

し
て
み
る
。
其
の
場
合
に
は
、
彼
の
眷
族
が
年
金

を
受

け
取
る
こ
ビ
玉
な
る
。
癈
疾
者
は

一
年
に

一
回
を
限
つ

…
て
老
練
家
の
馨
療
を
受
け
る
灌
利
が
あ
る
り
疾
病
に
罹

れ
る
癈
疾
者
は
不
當
に
治
療
を
拒
絶
す
る
事
が
出
来
な

い
。
若
し
敢
て

さ
う

す

る
な
ら
ば
年
金
を
號

奪
さ
れ

る
の
で
あ
ら
う
。
乍
併
、
大
手
術
は
之
を
拒
絶
し
て
も

年
金
を
號
奪
さ
れ
る
や
う
な
事
は
な
.い
。

年
金
は
被
保
険
者
が
勢
働
不
能
の
事
實
を
組
合
行
政

.

部
に
通
告

し
セ
日
を
以
て
起
算

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
年

金
額
の
決
定
を
な
す
も
の
は
企
露
中
央
保
険
局

(
ン
〒

南
島
丑
碧

∩
o暮
お

亀

薗
簑
碧
9
コ
o
o
)
で
あ
る
。
勢
働
不
能

.

の
程
度
の
決
定
を
な
す
も
の
は

鑑

定

局

(
ロd
母
①碧

皇

国
×
℃
①
「房
)
で
あ
る
Q

.
四
、
出
産
保
険
。
、出
産
は
、

保
険
の
見
地

か
ら

は
、

…
特
殊
な
る
疾
病
の

一
種
蓬
看
做
す
事
が
出

來

る
。

乍

第
+
五
巻

(第

↓
號

一
四

〒
)

一
四

一

」



難
.
鎌

英
國
ご
労
農
露
西
亜

併
、
麓

政
府
・
千
俸

夫

年

月
三
+
百

ユ

法
律

に
於
て
初
め
て
出
産
保
険
を
規
定
し
た
の
で
あ

っ
.

た
。
出
o幣
「
に
從
【へ
ば
、
該
法
律

の
規
定
せ
る
出
尋
座
保
険
…

は
他
の
保
険
種
類

`
は
其
の
組
織
を
異
に
し
て
み
る
。

節
ち
保
険
料
は
全
露
中
央
保
険
局
が

一
定
額
を
算
定
す
一

る
の
で
あ

っ
て
、
賃
銀
に
耕
す

る
比
率
等
を
基
準

に
し

て
算
出
さ
れ
覚
る
も
の
で
は
な

い
。
保
険
料
は
全
露
に
一

亘

っ
て
同
韻
で
あ

る
・
出
産

の
穰

金
は
疾
病
に
原
因

　

す
る
癈
疾
の
補
償
金
ご
同

↓
の
規
定

に
よ
っ
て
補
給
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
補
給
期
間

は
産
前
入
週
間
及
び
産

後
八
週
間
で
あ
る
。
組
合
は
不
熟
練
勢
働
者

の
李
均
賃

銀
の
二
十
倍
を
超
過
し
な

い
限
度
の
金
額
を
、
補
償
金
.

以
外
に
給
興
し
て
毛
差
支

へ
な

い
。
嬰
鬼
を
自
ら
哺
育
.

し
、
募

に
牧
人
を
失

へ
・
母
親
に
封
し
て
は
、
組
合

ア

は
被
保
険
者

の
勢
賃

の
四
分
の

一
の
補
償
金
を
七
ケ
月

間
給
興
す
る
の
で
あ
る
。

五
、
売
血
保
険
つ
被
保
険
者
が
死
亡

せ
る
場
合
に
は
、

組
合
は
彼
に
よ
っ
て
生
活
し
て
み
る
遺
族

に
年
金
を
給

興
す
る
。
年
金
額
は
遺
族
が

　
人
の
場
合
は
、
死
亡
者

勢
賃
の
四
割
、
二
人
の
場
合
は
七
割
五
分
、
三
人
叉
は

第
十
五
巻

(第

「
號

一
四

二
)

一
四
二

三
人
以
上

の
場
合
は

十
割

で

あ

る
。
年
金
は
被
保
険

者
死
亡
の
日
よ
り
給
與

さ
れ
る
。
年
金
の
外
に
、
年
金

最
低
額
の
三
十
倍

に
等
し
き
葬
式
費
を
補
給
す
る
。
其

の
他

に
、
孤
児
を
孤
児
院
に
入
れ
忙
b
、
之
に
食
料
を

給
興
し
た
り
す

る
が
、
こ
れ
は
肚
會
保
険
の
範
園
を
脱

し
、
慈
恵

の
性
質

の
よ
b
勝

つ
π
も

の
で
あ
る
。

齢


